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(論文内容の要旨)

画像の認識･理解には､画像からの村象物の抽出･追跡処理が不可欠である｡ｴﾈﾙｷﾞ-

最小化原理に基づく動的輪郭ﾓﾃﾞﾙは､ﾉｲｽﾞに強く､輪郭抽出と追跡を同時並行的に行え

るという優れた特長を持つ｡しかし､村象物を抽出するための輪郭ﾓﾃﾞﾙは､あらかじめ人

手により初期輪郭を与えられることが前提とされているため､複数物体の自動抽出は困難で

ある｡また､動画像を用いた移動物体の輪郭追跡においては､複数物体がすれ違うことによ

り見かけ上重なる場合には､追跡に失敗するという問題があった｡本論文では､複数物体の

抽出･追跡手法の確立を目的として､動的輪郭ﾓﾃﾞﾙを複数物体輪郭の自動抽出･追跡手法

へ拡張し､実時間で動作するｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑの提案と実画像による実証を行なっている｡本論

文は以下の6章から構成されている｡

第1章では､本研究の背景と目的､関連研究､取り扱う課題､および本研究のｱﾌﾟﾛ-ﾁ

について述べている｡

第2章では､動的輪郭ﾓﾃﾞﾙによる輪郭抽出･追跡の基本的な枠組みとして､ｴﾈﾙｷﾞ-

関数の走義､収束方法､輪郭追跡について述べ､本研究との関連についても言及している｡

第3章では､動的輪郭ﾓﾃﾞﾙによる複数物体輪郭の自動抽出を目的として､面積項の最

小化により収縮型輪郭ﾓﾃﾞﾙに起こる自己交差を判定し､自己交差部分で複数に分裂する分

裂型輪郭ﾓﾃﾞﾙを提案している｡分裂型輪郭ﾓﾃﾞﾙでは､抽出したい複数物体を包含するよ

うに1つの初期輪郭を与えるだけで､輪郭ﾓﾃﾞﾙが自動的に物体の数に分裂し､それぞれの

輪郭を独立に抽出できる｡複数物体を含む人工画像および細胞の顕微鏡写真に分裂型輪郭ﾓ

ﾃﾞﾙを適用し､その有効性を検証している｡

第4章では､複数移動物体の輪郭抽出･追跡を目的とし､輪郭ﾓﾃﾞﾙの自己交差および異

なる輪郭ﾓﾃﾞﾙ間の相互交差を判定して､分裂･統合する動的輪郭ﾓﾃﾞﾙを提案している｡

この分裂統合型輪郭ﾓﾃﾞﾙを歩行者の動画像へ適用し､複数移動物体が-時的に見かけ上重

なる場合にも輪郭追跡が可能であることを示している｡また､画像処理用DSPﾎﾞ-ﾄﾞから

なる動画像処理実験ｼｽﾃﾑに実装し､実時間抽出･追跡が可能であることを示した｡

第5章では､提案手法の具体的な応用例を2つ示している｡ 1つは､ｵﾌｲｽにおける空

調･照明の快適･省ｴﾈﾙｷﾞ-制御を目的とした､在室者状況認識のための赤外線ｶﾒﾗを

用いた人体検知への応用である｡もう1つは､画像切り出し･合成ｲﾝﾀﾌｪ-ｽの改善を

目的とした､拡張現実感(AugmentedReality‥ AR)ｲﾝﾀﾌｪ-ｽｺﾝｾﾌﾟﾄに基づく画像
合成･送信ﾂ-ﾙ-の応用であり､試作した分裂型輪郭ﾓﾃﾞﾙに基づく画像切り出し機能を

備えたﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑについて述べている｡

最後に第6章では､本研究の総括として､得られた成果および今後の課題について述べ

ている｡
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(論文審査結果の要旨)

本論文は､ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀﾋﾞｼﾞｮﾝにおける最も基本的な問題である画像のｾｸﾞﾒﾝﾃ-

ｼｮﾝを扱っており､動的輪郭ﾓﾃﾞﾙを用いた場合の､ (1)複数物体輪郭を抽出するための

初期輪郭設走と(2)ｵｸﾙ-ｼﾞｮﾝを有する複数物体の追跡の2つの間題に村する解を与え

ている｡本論文の成果は以下の4点に要約される｡

1.動的輪郭ﾓﾃﾞﾙを用いた輪郭抽出においては､初期輪郭が何らかの方法で物体の輪

郭の近くに設定されていることが前提になっており､輪郭の自動抽出は難しいという問題が

あった｡また､これに関連して､複数の物体を独立に抽出できないという欠点を内在してい

た｡この間題に村して､本論文では､収縮型輪郭ﾓﾃﾞﾙの変形過程における自己交差を検出

することによる分裂型輪郭ﾓﾃﾞﾙを提案し､厳密な初期輪郭設走を行なうことなく自動的に

複数の物体輪郭を抽出することを可能にしている｡

2.動的輪郭ﾓﾃﾞﾙを用いた動画像中の移動物体抽出･追跡においては､複数の物体が移

動の途中で見かけ上重なること(ｵｸﾙ-ｼﾞｮﾝ)による追跡の破綻が問題であった｡この問

題に対して､本論文では､輪郭ﾓﾃﾞﾙの自己交差と異なる輪郭ﾓﾃﾞﾙ間の相互交差を検出す

ることによる分裂続合型輪郭ﾓﾃﾞﾙを提案し､ｵｸﾙ-ｼﾞｮﾝを有する複数移動物体の自動

追跡を可能にしている｡

3.本論文では､人工画像と実画像を用いた計算機実験により上記2手法の有効性を検証

しているが､これに加えて､画像処理用DSPﾎﾞ｣ﾄﾞを用いた動画像処理実験ｼｽﾃﾑを構

築し､移動物体の実時間抽出･追跡が可能であることを実証している｡

4.以上のｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ提案と実証研究に加えて､提案手法の実利用を目指して､赤外線

ｶﾒﾗを用いた人物検知ｼｽﾃﾑと画像合成･送信ﾂ-ﾙのﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑを設計･

試作し､研究成果の実用性に関しても考察している｡

以上述べたように､本論文は､ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀﾋﾞｼﾞｮﾝにおける基本的な問題に対する有効

な解法を提案するとともに､実用ｼｽﾃﾑ-の実装を念頭においた実証研究を行なっている

点に特長がある｡これらの研究成果はｺﾝﾋﾟｭ-ﾀﾋﾞｼﾞｮﾝ分野において､学術､実用の両

面での貢献を認めることができる｡なお､本論文の主要部分に相当する内容は､学会論文誌

2件､査読付国際会議3件として公表されている｡また､本論文内容の-部の発表に村して

電子情報通信学会学術奨励賞を授与されている｡

よって､本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める｡


